
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
は
「
停
電
」
を
意
味
す
る

言
葉
だ
。
こ
の
言
葉
が
大
き
な
文
字
で
新
聞
紙
面
に

現
れ
る
と
「
大
停
電
」
の
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
こ

の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は
先
進
国
で
も
多
発
し
て
い
る
。

有
名
な
の
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
２
０
０
３
」
で

あ
る
。
２
０
０
３
年
８
月
14
日
午
後
３
時
頃
、
米
国

オ
ハ
イ
オ
州
の
送
電
線
の
電
流
が
標
準
値
を
上
回

り
、
そ
の
結
果
、
送
電
線
の
温
度
が
摂
氏
１
０
０
度

に
ま
で
上
が
っ
た
。
熱
膨
張
に
よ
り
送
電
線
は
伸
び

て
た
れ
下
が
り
、
そ
の
下
の
樹
木
に
接
触
し
て
、
送

電
が
遮
断
さ
れ
た
。

不
幸
な
連
鎖
で
、
事
態
は
悪
化
し
て
い
っ
た
。
地

域
の
電
力
会
社
の
発
電
所
が
た
ま
た
ま
停
止
し
て
い

た
こ
と
、
ほ
か
の
送
電
線
と
樹
木
と
の
接
触
事
故
が

続
い
て
発
生
し
た
こ
と
な
ど
が
重
な
っ
て
、
適
切
な

処
置
が
と
れ
な
い
ま
ま
に
、
４
時
過
ぎ
に
小
規
模
の

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後

わ
ず
か
10
分
ほ
ど
で
、シ
カ
ゴ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

そ
し
て
ト
ロ
ン
ト
に
ま
で
被
害
は
及
ん
だ
。
米
国
北

東
部
と
カ
ナ
ダ
の
５
０
０
０
万
人
を
巻
き
込
む
大
停

電
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
停
電
で
、
米
国
は
40
億
ド
ル
か
ら
１
０
０
億

ド
ル
の
損
失
を
こ
う
む
り
、
カ
ナ
ダ
で
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
国
内
総
生
産
）
が
０
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
低
下
し
た

と
い
う
。

当
日
の
最
高
気
温
は
、
摂
氏
31
度
。
異
常
な
暑
さ

で
は
な
く
、
こ
こ
ま
で
被
害
が
拡
大
し
た
原
因
は
、

地
域
電
力
会
社
の
施
設
の
整
備
不
良
や
、
関
係
会
社

間
の
連
携
の
ま
ず
さ
な
ど
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ

の
事
故
は
人
災
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

こ
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
か
ら
お
よ
そ
ひ
と
月
後
の

９
月
28
日
、
今
度
は
イ
タ
リ
ア
全
土
で
、
５
５
０
０

万
人
を
巻
き
込
む
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
発
生
し
た
。

イ
タ
リ
ア
は
、
国
内
の
発
電
量
で
は
国
内
需
要
を

ま
か
な
え
な
い
の
で
、
不
足
分
を
、
電
力
の
安
い
フ

ラ
ン
ス
と
ス
イ
ス
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。

前
兆
は
あ
っ
た
。
事
故
の
１
週
間
ほ
ど
前
か
ら
、

ス
イ
ス
か
ら
イ
タ
リ
ア
へ
の
夜
間
送
電
量
が
、
合
意

し
た
値
を
上
回
っ
て
い
た
の
だ
。
停
電
の
夜
に
は
、

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
電
力
消
費
量
が
急
激
に
増
加
。

午
前
３
時
に
ス
イ
ス
国
内
の
送
電
線
と
樹
木
の
間
で

放
電
が
発
生
し
て
、
送
電
が
遮
断
さ
れ
る
と
、
イ
タ

リ
ア
へ
の
送
電
線
は
、
連
鎖
的
に
機
能
を
失
っ
て
い

っ
た
。
25
分
後
、
イ
タ
リ
ア
は
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と

な
り
、
終
日
、
鉄
道
・
航
空
機
の
運
航
が
乱
れ
た
。

と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
、
停
電
は
数
日
間
に
及
ん
だ
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
英
国
ま
で
送
電

網
が
張
ら
れ
、
た
が
い
に
電
力
を
融
通
し
合
っ
て
い

る
た
め
、
ひ
と
た
び
停
電
が
起
こ
る
と
被
害
が
広
範

囲
に
わ
た
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
と
き
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
の
隣
国
が
イ
タ
リ
ア
へ
の
送
電

を
止
め
た
の
で
、
イ
タ
リ
ア
と
ス
イ
ス
以
外
に
停
電

は
広
が
ら
な
か
っ
た
。
ス
イ
ス
も
、
た
だ
ち
に
国
内

の
発
電
量
を
増
や
し
た
た
め
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を

地
域
的
な
も
の
に
抑
え
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
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国
際
会
議
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

日
本
は
、
事
故
の
原
因
究
明
と
収
束
策
、
お
よ
び

技
術
的
、
科
学
的
な
裏
づ
け
の
あ
る
新
し
い
具
体
的

な
安
全
基
準
の
報
告
と
提
案
を
、
早
急
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
Ｉ
Ｔ
と
異
な
り
、電
力
シ
ス
テ
ム
に
は
、

基
本
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
な
い
。

日
本
の
家
庭
用
電
圧
は
１
０
０
ボ
ル
ト
で
あ
る

が
、
北
米
で
は
１
１
０
―
１
２
０
ボ
ル
ト
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
は
２
２
０
―
２
４
０
ボ
ル
ト
で
あ
る
。
２
０
０

ボ
ル
ト
は
、感
電
す
る
と
致
命
的
で
は
あ
る
も
の
の
、

電
力
を
効
率
的
に
利
用
で
き
る
。

周
波
数
に
至
っ
て
は
日
本
国
内
で
も
異
な
り
、
東

日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
じ
50
ヘ
ル
ツ
、
西
日
本
は

米
国
と
同
じ
60
ヘ
ル
ツ
で
あ
る
。
原
子
炉
も
、
東
京

電
力
が
沸
騰
水
型
（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）、
関
西
電
力
が
加
圧

水
型
（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
）
と
異
な
る
。
日
本
で
は
Ｂ
Ｗ
Ｒ
が

多
い
が
、
世
界
で
は
Ｐ
Ｗ
Ｒ
が
優
勢
で
あ
る
。
日
本

は
、
最
初
に
輸
入
し
た
相
手
国
の
規
格
を
、
そ
の
ま

ま
引
き
ず
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
各
国
が
、
自

国
の
基
準
を
国
際
標
準
に
し
よ
う
と
し
て
、
し
の
ぎ

を
削
る
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
が
、
原
発
事
故

の
検
証
を
踏
ま
え
、
産
学
官
民
の
緊
密
な
連
携
の
も

と
に
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
国
際
標
準
の
策
定
を

主
導
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

っ
て
い
た
が
、
最
近
は
、
建
設
と
保
守
に
携
る
人
た

ち
の
労
苦
を
想
い
、
裸
線
の
ま
ま
自
然
の
猛
威
に
耐

え
て
い
る
送
電
線
を
感
謝
の
気
持
ち
で
見
る
よ
う
に

な
っ
た
。

我
々
は
、
高
価
格
で
は
あ
る
が
、
世
界
一
安
定
し

た
電
圧
と
周
波
数
を
持
つ
、
高
品
質
な
電
力
供
給
を

享
受
し
て
き
た
。

今
回
の
福
島
原
発
事
故
の
結
果
、
国
内
の
総
供
給

量
が
、
最
大
需
要
を
満
た
せ
な
く
な
り
、
電
力
の
品

質
を
考
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

電
話
や
ガ
ス
は
停
電
の
影
響
を
受
け
な
い
と
思
っ

て
き
た
が
、
最
近
は
複
雑
な
機
能
が
付
加
さ
れ
、
電

気
が
な
い
と
使
え
な
い
も
の
も
多
い
。
そ
う
し
た
電

気
に
依
存
し
き
っ
た
従
来
の
生
活
様
式
に
こ
だ
わ
る

の
な
ら
、
家
庭
で
も
、
自
家
発
電
装
置
や
、
蓄
電
池

を
用
い
た
無
停
電
電
源
装
置
を
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
新
し
い
電
力
格
差
時
代
の
到
来
で
あ
る
。

６
月
に
、
福
島
原
発
事
故
を
検
討
す
る
国
際
原
子

力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
閣
僚
級
会
合
が
開
か
れ
、

「
原
子
力
発
電
所
を
速
や
か
に
安
全
な
も
の
と
し
、

原
子
力
へ
の
信
頼
を
得
る
よ
う
に
努
力
す
る
」
と
締

め
く
く
ら
れ
た
。

９
月
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
総
会
に
は
、
今
回
の
原
発
事
故

に
関
す
る
日
本
政
府
の
報
告
書
と
、
各
国
か
ら
の
原

発
事
故
調
査
団
報
告
書
の
最
終
版
が
提
出
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
来
年
末
ま
で
に
原
発
の
安
全
に
つ
い
て
の

筆
者
は
当
日
、
ベ
ル
ン
か
ら
ミ
ラ
ノ
へ
の
特
急
電

車
に
乗
り
合
わ
せ
て
い
た
。
電
車
は
、
イ
タ
リ
ア
側

国
境
で
一
時
間
半
止
め
ら
れ
た
が
、
電
力
障
害
に
は

慣
れ
て
い
る
ら
し
く
、
乗
客
は
騒
が
な
か
っ
た
。

電
気
は
、
水
や
石
油
と
は
異
な
り
、
蓄
え
る
こ
と

が
難
し
い
。
だ
か
ら
、
消
費
量
に
合
わ
せ
て
発
電
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
需
要
の
少
な
い
夜
間
の
余
剰

電
力
を
使
っ
て
、
水
力
発
電
用
の
水
を
、
発
電
所
上

部
の
貯
水
池
に
汲
み
上
げ
る
揚
水
発
電
方
式
以
外

は
、
実
用
的
な
蓄
電
方
式
が
な
い
の
が
実
情
だ
。

家
庭
用
の
オ
ー
ル
電
化
や
深
夜
電
力
の
使
用
は
、

電
力
消
費
の
平
準
化
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。
消
費

量
と
発
電
量
の
均
衡
が
崩
れ
る
と
、
電
圧
や
周
波
数

が
乱
れ
、
機
器
が
作
動
し
な
く
な
っ
た
り
、
壊
れ
た

り
す
る
。
日
本
の
電
力
会
社
各
社
は
、
す
べ
て
の
発

電
所
や
変
電
所
を
電
力
網
で
結
び
、
た
が
い
に
電
力

を
融
通
し
な
が
ら
、
総
発
電
量
と
総
消
費
量
が
同
じ

に
な
る
よ
う
に
制
御
し
て
い
る
。

送
電
網
の
ど
こ
か
で
事
故
が
発
生
す
る
と
、
電
流

は
、
光
に
近
い
速
度
で
異
な
る
送
電
線
へ
流
れ
る
。

過
大
な
電
流
が
流
れ
る
と
、
送
電
線
は
自
動
的
に
遮

断
さ
れ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
避
け
る
た
め
の
電

力
会
社
の
処
置
は
、
一
瞬
の
遅
れ
も
許
さ
れ
な
い
。

走
行
中
の
東
海
道
新
幹
線
の
車
窓
に
目
を
向
け
る

と
、
い
や
お
う
な
し
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
が
、
送

電
線
と
鉄
塔
で
あ
る
。
風
景
を
台
な
し
に
す
る
と
思
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